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擬
作
詩
と
し
て
の
清
の
彭
孫
貽
「
和
摩
詰
輞
川
荘
詩
」
―
「
竹
里
館
「
鹿
柴
」
を
例
と
し
て
―
」、
鈴
木
敏
雄
一
明
末
清
初
の
彭
孫
貽
（
字
は
仲
謀
、
一
六
一
五
―
一
六
七
三
）
に
、
唐
の
王
維
（
摩
詰
）
の
「
輞
川
集
」
に
和
す
る
「
和
摩
詰
輞
川
荘
詩
」
十
二
首
が
あ
る
。
[ １
]
清
の
王
士
禎
「
彭
孫
貽
傳
」
は
、
そ
の
詩
作
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。
上
自
漢
魏
六
朝
三
唐
宋
元
、
以
迄
明
之
何
李
七
子
、
無
體
不
備
、
亦
無
不
逼
似
。
（
上
は
漢
魏
六
朝
三
唐
宋
元
よ
り
、
以
て
明
の
何
李
七
子
に
迄
び
、
体
の
備
は
ら
ざ
る
無
く
、
亦
た
逼
似
せ
ざ
る
無
し
）。
こ
の
評
に
拠
れ
ば
、
彭
孫
貽
の
詩
は
歴
代
の
詩
人
達
の
あ
ら
ゆ
る
詩
体
に
精
通
し
て
い
て
、
し
か
も
そ
れ
ら
に
似
せ
る
こ
と
に
長
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
「
和
摩
詰
輞
川
荘
詩
」
も
、
そ
の
得
意
。
と
す
る
「
逼
似
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
蘇
軾
の
「
和
陶
」
詩
と
同
じ
「
追
和
」
詩
で
あ
っ
て
直
接
そ
の
逼
似
を
目
的
と
し
た
六
朝
以
来
の
所
謂
擬
、
「
」
「
古
」
詩
で
は
な
い
。
し
か
し
、
蘇
東
坡
以
降
の
和
詩
あ
る
い
は
和
韻
詩
は
、
そ
の
制
作
手
法
に
鑑
み
、
概
ね
詩
の
境
地
や
背
景
、
テ
ー
マ
や
表
現
等
を
原
詩
と
同
じ
く
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
く
、
広
く
擬
作
詩
の
一
種
と
看
做
す
こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
で
は
彭
孫
貽
の
「
和
摩
詰
輞
川
荘
詩
」
を
敢
え
て
擬
作
詩
と
看
做
し
、
原
詩
に
対
す
る
そ
の
「
逼
似
」
の
様
を
見
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
見
て
み
た
い
。
「
」
、
彭
孫
貽
は
そ
の
和
摩
詰
輞
川
荘
詩
を
制
作
す
る
に
当
た
り
序
を
添
え
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
自
古
園
林
勝
遊
無
限
、
流
誦
藝
林
者
、
惟
會
稽
之
蘭
亭
、
季
倫
之
金
谷
、
摩
詰
之
輞
川
、
晉
卿
之
西
園
、
阿
瑛
之
玉
山
、
豈
非
以
高
人
勝
士
文
藻
風
流
掩
映
一
時
乎
。
蘭
亭
以
書
、
金
谷
玉
、
、
。
、
山
以
詩
西
園
以
畫
輞
川
則
兼
而
有
之
其
尤
超
絶
千
古
者
摩
詰
五
言
篇
、
惟
四
句
不
特
一
時
寡
和
、
抑
令
萬
古
難
追
。
當
時
足
以
唱
和
摩
詰
者
、
惟
裴
迪
一
人
。
迪
詩
自
佳
、
視
王
不
啻
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河
漢
。
嗚
呼
、
近
代
名
園
、
耳
目
所
及
亦
多
矣
。
弇
州
小
祗
園
、
錫
山
愚
公
園
、
雲
閒
顧
園
、
長
白
小
寒
山
飛
來
峯
葛
園
、
莫
不
鑿
、
、
、
、
、
山
疏
泉
飛
橋
懸
閣
千
林
極
雲
萬
壑
積
翠
窮
人
工
之
奇
有
天
然
之
勝
、
冠
盖
雲
屯
、
絲
宍
互
奏
、
厨
傳
累
丘
陵
、
梨
園
廢
紈
綺
、
未
幾
而
花
石
移
主
、
或
則
掬
爲
荒
坵
。
如
輞
川
之
千
古
如
在
者
、
無
有
也
。
然
則
園
不
必
勝
傳
以
人
、
人
不
必
盡
勝
而
傳
以
詩
。
吾
讀
摩
詰
之
詩
、
曰
「
夜
靜
山
空
、
曰
「
空
山
不
見
、
曰
」
」
「
深
林
不
知
、
曰
「
戸
無
人
。
閑
心
靜
氣
、
幽
興
逸
致
、
」
」
磵
悟
水
山
之
妙
理
、
發
雲
物
之
淸
機
、
與
今
之
轟
飲
豪
吟
、
塹
土
堙
谷
、
固
已
殊
矣
。
今
之
輞
川
、
昔
之
輞
川
也
。
即
吾
得
而
荘
之
、
園
之
、
欲
如
摩
詰
之
人
、
之
詩
、
又
無
有
也
。
韓
持
國
曰
「
、
」。
、
、
洛
陽
名
園
相
接
誰
復
障
吾
遊
者
苟
已
摩
詰
其
人
其
詩
即
無
輞
川
、
可
也
。
因
追
和
之
。
（
古
よ
り
園
林
の
勝
遊
は
限
り
無
き
も
、
誦
を
藝
林
に
流
す
者
は
、
惟
だ
会
稽
の
蘭
亭
、
季
倫
の
金
谷
、
摩
詰
の
輞
川
、
晋
卿
の
西
園
、
阿
瑛
の
玉
山
の
み
、
豈
に
高
人
勝
士
の
文
藻
風
流
を
以
て
一
時
を
掩
映
す
る
に
非
ず
や
。
蘭
亭
は
書
を
以
て
し
、
金
谷
玉
山
は
詩
を
以
て
し
、
西
園
は
画
を
以
て
し
、
輞
川
は
則
ち
兼
ね
て
之
れ
有
り
。
其
の
尤
も
千
古
に
超
絶
す
る
者
は
、
摩
詰
の
五
言
の
篇
に
し
て
、
惟
だ
四
句
の
み
に
し
て
特
り
一
時
に
和
す
る
寡
き
の
み
な
ら
ず
、
抑
そ
も
万
古
を
し
て
追
ひ
難
か
ら
し
む
。
当
時
以
て
摩
詰
に
唱
和
す
る
に
足
、
。
、
る
者
は
惟
だ
裴
迪
一
人
な
る
の
み
迪
の
詩
は
自
ら
佳
く
王
を
視
る
こ
と
啻
だ
に
河
漢
な
ら
ざ
る
の
み
。
、
、
。
あ
ゝ
近
代
の
名
園
は
耳
目
の
及
ぶ
所
亦
た
多
き
か
な
弇
州
の
小
祇
園
、
錫
山
の
愚
公
園
、
雲
閑
の
顧
園
、
長
白
の
小
寒
山
飛
来
峰
の
葛
園
、
山
を
鑿
ち
て
泉
を
疏
し
、
橋
を
飛
、
、
、
ば
し
て
閣
に
懸
け
千
林
は
雲
を
極
め
万
壑
は
翠
を
積
み
人
工
の
奇
を
窮
め
、
天
然
の
勝
有
り
、
冠
盖
雲
の
ご
と
屯
ま
り
、
絲
肉
互
ひ
に
奏
で
、
厨
傳
は
丘
陵
に
累
な
り
、
梨
園
は
紈
綺
の
み
を
廃
せ
ざ
る
莫
き
も
、
未
だ
幾
く
な
ら
ず
し
て
花
石
は
主
を
移
し
、
或
は
則
ち
掬
は
れ
て
荒
坵
と
爲
る
。
輞
川
す
く
の
千
古
在
る
が
ご
と
き
者
の
ご
と
き
は
、
有
る
無
し
。
然
れ
ば
則
ち
園
は
必
ず
し
も
勝
へ
て
伝
ふ
る
に
人
を
以
て
せ
ず
、
人
は
必
ず
し
も
尽
く
は
勝
へ
て
伝
ふ
る
に
詩
を
以
て
せ
ざ
る
な
り
。
、
「
」、
吾
摩
詰
の
詩
を
読
む
に
曰
く
夜
静
か
に
し
て
山
空
し
曰
く
「
空
山
見
ず
、
曰
く
「
深
林
知
ら
ず
、
曰
く
「
戸
」
」
磵
人
無
し
」
と
。
閑
心
静
気
、
幽
興
逸
致
、
水
山
の
妙
理
を
悟
り
、
雲
物
の
清
機
を
発
し
、
今
の
轟
飲
豪
吟
し
、
土
を
塹
りほ
、
。
、
て
谷
を
堙
ぐ
と
は
固
よ
り
已
に
殊
な
れ
り
今
の
輞
川
は
ふ
さ
。
、
、
昔
の
輞
川
な
り
即
ち
吾
得
て
之
を
荘
と
し
之
を
園
と
し
摩
詰
の
人
、
の
詩
の
ご
と
き
を
欲
す
る
も
、
又
た
有
る
無
き
な
り
。
韓
持
国
曰
く
「
洛
陽
は
名
園
相
接
す
れ
ば
、
誰
か
復
」
。
、
た
吾
が
遊
び
に
障
る
者
ぞ
と
苟
も
已
に
摩
詰
の
其
の
人
其
の
詩
な
ら
ば
、
即
ち
輞
川
無
き
も
、
可
な
り
。
因
つ
て
之
に
追
和
す
）。
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こ
の
序
に
拠
れ
ば
、
彭
孫
貽
は
先
ず
、
王
維
に
和
し
た
裴
迪
の
詩
を
「
迪
詩
自
佳
、
視
王
不
啻
河
漢
」
と
評
し
、
裴
迪
自
身
は
王
維
の
詩
才
を
「
河
漢
」
す
な
わ
ち
黄
河
漢
水
の
よ
う
に
広
大
か
[ ２
]
つ
深
遠
で
あ
る
と
見
て
は
い
る
も
の
の
、
裴
迪
の
和
詩
も
王
維
の
「
閑
心
靜
氣
、
幽
興
逸
致
、
悟
水
山
之
妙
理
、
發
雲
物
之
淸
機
」
と
い
う
詩
境
に
追
和
で
き
て
い
て
、
そ
れ
自
体
優
れ
て
い
る
と
す
る
。
し
か
も
裴
迪
を
、
そ
れ
が
で
き
る
数
少
な
い
一
人
で
あ
る
と
も
言
う
。
次
い
で
彭
孫
貽
は
、
一
般
に
文
人
の
荘
園
と
い
う
も
の
は
時
代
と
と
も
に
様
変
わ
り
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
王
維
の
輞
川
荘
だ
け
は
「
今
之
輞
川
、
昔
之
輞
川
也
」
で
あ
る
と
言
い
、
そ
れ
は
王
維
と
い
う
人
と
そ
の
詩
に
よ
っ
て
昔
の
ま
ま
変
わ
ら
ず
伝
わ
っ
て
来
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
、
「
」
、
そ
し
て
最
後
に
そ
の
よ
う
な
輞
川
荘
を
自
ら
も
入
手
し
王
維
、
裴
迪
の
至
っ
た
境
地
に
共
に
遊
び
た
い
と
言
い
、
彭
孫
貽
は
王
維
の
物
し
た
輞
川
荘
の
境
地
を
模
倣
対
象
と
し
、
王
維
お
よ
び
そ
れ
を
よ
く
捉
え
得
て
い
る
裴
迪
を
模
倣
媒
体
と
し
て
、
欲
望
の
三
角
形
を
構
成
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
[ ３
]
こ
の
序
文
か
ら
は
、
彭
孫
貽
「
和
摩
詰
輞
川
荘
詩
」
が
、
そ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
王
維
、
裴
迪
の
至
っ
た
輞
川
荘
で
の
境
地
に
自
ら
「
逼
似
」
し
た
い
思
い
が
あ
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
る
。
尚
お
こ
の
序
に
挙
げ
る
裴
迪
以
外
に
代
々
そ
の
よ
う
な
和
、
、
「
摩
詰
輞
川
荘
詩
」
を
試
み
た
者
は
言
う
通
り
確
か
に
他
に
は
居
な
、
、
い
の
か
と
言
え
ば
彭
孫
貽
以
前
の
数
少
な
い
追
和
者
の
一
人
に
（
、
（
）
）
。
元
の
楊
敬
悳
字
は
仲
禮
台
州
天
台
臨
海
の
人
が
居
る
[ ４
]
け
い
と
く
楊
敬
悳
の
和
し
方
は
彭
孫
貽
と
は
些
か
異
な
り
、
正
確
に
言
え
ば
「
輞
川
荘
詩
」
で
は
な
く
、
王
維
の
「
輞
川
荘
圖
」
に
臨
摸
し[ ５
]
た
宋
の
郭
忠
恕
に
よ
る
複
本
「
郭
主
簿
摸
摩
詰
本
輞
川
圖
卷
」
を
見
た
こ
と
に
よ
り
、
王
維
の
「
輞
川
集
」
二
十
首
に
追
和
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
そ
の
「
和
摩
詰
輞
川
荘
詩
」
二
十
首
を
題
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
欲
望
の
三
角
形
理
論
に
従
え
ば
、
彭
孫
貽
「
和
摩
詰
輞
川
荘
詩
」
が
王
維
の
原
詩
お
よ
び
裴
迪
の
和
詩
を
模
倣
媒
体
と
し
、
そ
れ
を
介
在
さ
せ
て
対
象
の
輞
川
荘
二
十
景
の
境
地
を
捉
え
た
の
に
対
し
、
楊
敬
悳
「
和
摩
詰
輞
川
荘
詩
」
は
主
と
し
て
郭
忠
恕
の
図
を
模
倣
媒
体
と
し
、
更
に
言
う
ま
で
も
な
く
王
維
の
原
図
に
描
か
れ
て
い
る
「
畫
」
を
も
模
倣
媒
体
と
し
な
が
ら
、
模
倣
対
象
で
あ
る
輞
川
荘
で
の
境
地
を
捉
え
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
楊
敬
悳
「
題
郭
主
簿
摸
摩
詰
本
輞
川
圖
卷
」
に
も
短
い
序
が
添
え
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
摩
詰
嘗
與
裴
迪
唱
和
廿
絶
、
紀
輞
川
之
勝
。
至
今
讀
之
、
如
身
遊
其
間
。
此
本
甚
精
緻
、
尚
可
想
見
其
景
與
詩
會
之
時
也
。
因
追
而
和
之
。
（
摩
詰
嘗
て
裴
迪
と
唱
和
す
る
こ
と
二
十
絶
、
輞
川
の
勝
を
紀
す
。
今
に
至
つ
て
之
を
読
め
ば
、
身
づ
か
ら
其
の
間
に
遊
ぶ
が
ご
と
し
。
此
の
本
は
甚
だ
精
緻
に
し
て
、
尚
ほ
其
の
景
と
詩
と
会
す
る
の
時
を
想
ひ
見
る
べ
き
な
り
。
因
つ
て
追
ひ
て
之
に
和
す
）。
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こ
の
序
に
拠
れ
ば
、
楊
敬
悳
は
、
復
本
な
が
ら
も
精
緻
で
あ
る
「
郭
主
簿
模
摩
詰
本
輞
川
圖
卷
」
を
見
た
こ
と
に
よ
り
、
輞
川
荘
の
景
勝
が
詩
と
な
っ
た
時
点
が
想
起
で
き
、
王
維
や
裴
迪
と
と
も
に
遊
ん
で
い
る
心
境
に
さ
せ
ら
れ
る
と
言
い
、
自
ら
が
図
画
か
ら
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
そ
の
境
地
を
更
に
言
葉
に
す
べ
く
「
輞
川
集
」
に
追
和
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
詩
だ
け
で
は
な
く
「
圖
」
、
を
も
見
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
イ
メ
ー
ジ
が
具
体
化
し
、
王
・
裴
と
語
ろ
う
と
し
、
そ
の
境
地
を
共
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
彭
孫
貽
の
「
和
摩
詰
輞
川
荘
詩
」
は
、
輞
川
荘
の
実
景
は
も
ち
ろ
ん
、
図
画
に
よ
る
触
発
等
は
得
て
い
な
い
（
欲
望
し
て
い
な
い
。
ひ
た
す
ら
王
維
と
裴
迪
の
人
と
詩
と
を
読
ん
だ
）
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
和
詩
が
で
き
、
し
か
も
昔
の
ま
ま
の
輞
川
荘
に
遊
ぶ
境
地
に
ま
で
達
し
得
て
い
る
。
二
楊
敬
悳
の
和
詩
に
関
し
て
、
模
倣
が
「
詩
」
を
媒
体
と
し
て
い
る
か
「
圖
」
を
媒
体
と
し
て
い
る
か
で
差
異
が
ど
の
程
度
生
ず
る
の
か
に
つ
い
て
は
別
途
精
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
周
知
の
蘇
軾
に
よ
る
王
維
の
詩
画
に
関
す
る
評
「
味
摩
詰
之
詩
、
詩
中
有
畫
、
觀
摩
詰
之
畫
、
畫
中
有
詩
（
摩
詰
の
詩
を
味
わ
へ
ば
、
詩
中
に
画
」
有
り
、
摩
詰
の
画
を
観
れ
ば
、
画
中
に
詩
有
り
）
に
依
れ
ば
、
と
、
「
」
「
」
り
わ
け
王
維
に
限
っ
て
は
そ
の
詩
の
捉
え
る
所
と
そ
の
圖
（
）
、
、
畫
の
捉
え
る
所
と
で
は
問
題
に
す
る
程
の
差
異
は
無
く
[ ６
]
む
し
ろ
同
じ
境
地
を
有
す
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
も
看
做
せ
る
の
で
、
楊
敬
悳
が
「
圖
（
畫
）
を
模
倣
媒
体
と
し
て
い
る
」
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
こ
と
と
し
た
い
。
王
維
の
詩
画
に
関
す
る
こ
の
評
の
「
詩
中
有
畫
、
畫
中
有
詩
」
、
「
、
。
、
に
つ
い
て
は
清
の
鄒
一
桂
は
善
詩
者
詩
中
有
畫
善
畫
者
畫
中
有
詩
。
然
則
繪
事
之
寄
興
、
與
詩
人
相
表
裏
焉
（
詩
を
善
く
」
す
る
者
は
、
詩
中
に
画
有
り
。
画
を
善
く
す
る
者
は
、
画
中
に
詩
。
、
。
有
り
然
れ
ば
則
ち
絵
事
の
興
を
寄
す
る
は
詩
人
と
相
表
裏
す
『
小
山
畫
譜
』
詩
畫
相
表
裏
、
す
な
わ
ち
、
詩
と
画
と
も
に
堪
能
）
、
。
な
者
に
と
っ
て
は
詩
と
画
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
と
言
う
、
「
、
、
、
ま
た
金
の
李
俊
民
は
士
大
夫
詠
情
性
冩
物
状
不
託
之
詩
則
託
之
畫
、
故
詩
中
有
畫
、
畫
中
有
詩
。
得
之
心
、
應
之
口
、
可
以
奪
造
化
、
寓
高
興
也
。
…
…
（
士
大
夫
の
情
性
を
詠
み
、
物
状
」
を
写
す
は
、
之
を
詩
に
託
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
之
を
画
に
託
す
、
故
に
詩
中
に
画
有
り
、
画
中
に
詩
有
り
。
之
を
心
に
得
、
之
に
口
に
応
じ
以
て
造
化
を
奪
ひ
高
興
を
寓
す
る
べ
き
な
り
…
…
莊
、
、
。
『
靖
集
、
す
な
わ
ち
、
詩
で
は
な
く
画
と
い
う
表
現
手
法
に
依
っ
』）
た
と
し
て
も
、
心
を
口
に
出
そ
う
と
す
る
点
で
は
、
画
も
詩
と
同
じ
で
あ
る
と
言
う
。
た
だ
し
、
南
宋
の
馬
廷
鸞
（
字
は
翔
仲
、
碧
梧
と
号
す
。
一
二
四
七
年
、
淳
祐
七
年
の
進
士
）
は
「
画
に
因
つ
て
詩
を
詳
し
[ ７
]、
く
す
」
と
い
う
説
を
唱
え
て
い
る
。
余
友
蘭
皋
董
君
、
雅
人
也
。
示
余
輞
川
圖
、
且
索
言
焉
「
宗
。
少
文
、
老
疾
、
所
至
名
山
、
恐
難
遍
閲
、
惟
當
澄
懷
觀
道
、
臥
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。」
、
、
、
以
遊
之
余
甚
欲
借
君
此
圖
臥
遊
其
間
而
君
督
之
不
置
也
則
爲
之
言
曰
。
史
稱
「
維
在
別
墅
、
與
裴
迪
遊
其
中
、
賦
詩
相
酬
爲
樂
」。
今
觀
其
空
曲
浮
彩
之
吟
、
寒
流
秋
雨
之
篇
、
皆
不
過
四
句
而
止
耳
、
何
其
簡
短
而
有
遺
音
也
。
後
人
括
摘
摩
詰
、
遐
想
其
遊
輞
川
、
某
句
則
謂
之
傲
睨
閑
適
、
某
句
則
謂
之
蝉
蛻
浮
游
、
某
句
則
謂
之
詩
中
有
畫
、
畫
中
有
詩
。
又
何
其
摸
寫
之
無
已
也
、
登
、
、
、
。
臨
而
得
于
所
見
者
其
語
樸
想
像
而
得
於
所
聞
者
其
詞
誇
古
今
文
人
、
類
如
此
耳
。
雖
然
、
此
因
畫
而
詳
詩
也
。
若
置
詩
而
詳
畫
、
則
又
不
然
。
、
。
、
、
輞
川
圖
摩
詰
所
自
畫
也
世
間
自
有
兩
紙
本
有
矮
紙
本
有
高
紙
本
。
蘭
皋
所
藏
者
、
矮
紙
之
所
摸
歟
。
有
能
辨
之
、
與
爾
具
一
隻
眼
。
（
、
。
、
余
が
友
蘭
皋
董
君
は
雅
人
な
り
余
に
輞
川
図
を
示
し
且
つ
言
を
索
む
「
宗
少
文
、
老
い
て
疾
め
ば
、
至
る
所
の
名
。
山
は
、
恐
ら
く
は
遍
閲
し
難
し
、
惟
だ
当
に
懐
ひ
を
澄
ま
し
道
を
観
、
臥
し
て
以
て
之
に
遊
ぶ
べ
き
の
み
」
な
り
。
余
も
甚
だ
君
の
此
の
図
に
借
り
、
臥
し
て
其
の
間
に
遊
ば
ん
と
欲
す
る
も
、
而
も
君
は
之
を
督
し
て
置
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
之
れ
が
言
を
為
し
て
曰
は
ん
。
「
、
、
史
は
称
す
維
は
別
墅
に
在
り
裴
迪
と
其
の
中
に
遊
び
詩
を
賦
し
て
相
酬
ふ
を
楽
し
み
と
為
す
」
と
。
今
其
の
空
曲
浮
彩
の
吟
、
寒
流
秋
雨
の
篇
を
観
る
に
、
皆
四
句
に
過
ぎ
ず
し
て
止
ま
る
の
み
な
る
に
、
何
ぞ
其
れ
簡
短
に
し
て
遺
音
有
る
や
。
後
人
摩
詰
を
括
摘
し
、
其
の
輞
川
に
遊
ぶ
を
遐
想
し
て
、
某
句
は
則
ち
之
を
傲
睨
閑
適
と
謂
ひ
、
某
句
は
則
ち
之
を
蝉
蛻
浮
游
と
謂
ひ
、
某
句
は
則
ち
之
を
詩
中
に
画
有
り
、
画
中
に
詩
有
り
と
謂
ふ
。
又
た
何
ぞ
其
れ
摸
写
の
已
む
無
き
、
、
、
や
登
臨
し
て
見
る
所
に
得
る
者
は
其
の
語
は
樸
な
る
に
想
像
し
て
聞
く
所
に
得
る
者
は
、
其
の
詞
は
誇
る
。
古
今
の
文
人
、
類
す
る
こ
と
此
の
如
き
の
み
。
然
り
と
雖
も
、
此
れ
画
に
因
つ
て
詩
を
詳
ら
か
に
す
る
な
り
。
若
し
詩
を
置
き
て
画
を
詳
ら
か
に
せ
ば
、
則
ち
又
た
然
ら
ざ
る
な
ら
ん
。
輞
川
図
は
、
摩
詰
の
自
ら
画
く
所
な
り
。
世
間
に
自
ら
両
つ
の
紙
本
有
り
、
有
る
い
は
矮
紙
本
、
有
る
い
は
高
紙
本
な
り
。
蘭
皋
の
蔵
す
る
所
の
者
は
、
矮
紙
の
摸
す
る
所
か
。
能
、
。
く
之
を
弁
ず
る
有
ら
ば
爾
が
一
隻
眼
を
具
ふ
る
に
与
ら
ん
馬
廷
鸞
『
碧
梧
玩
芳
集
』
跋
董
秀
夫
輞
川
圖
後
）
す
な
わ
ち
馬
廷
鸞
は
、
王
維
の
輞
川
荘
詩
は
五
言
四
句
で
し
か
な
い
の
に
余
韻
が
あ
る
の
で
、
そ
の
詩
を
承
け
、
輞
川
荘
図
の
摸
写
も
絶
え
る
こ
と
が
無
い
が
、
詩
は
、
輞
川
荘
の
実
景
に
臨
ん
で
作
る
と
簡
素
に
な
る
所
を
、
想
像
に
よ
っ
て
机
上
で
模
倣
す
る
と
、
、
ど
れ
も
誇
張
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
そ
れ
は
摸
写
の
影
響
に
よ
り
「
画
に
因
つ
て
詩
を
詳
し
く
す
」
と
い
う
こ
と
を
し
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
も
し
も
逆
に
「
詩
を
す
て
置
い
て
画
を
詳
し
く
す
」
と
い
う
こ
と
を
し
て
い
た
な
ら
、
そ
う
は
な
っ
て
は
お
る
ま
い
、
と
言
う
。
詩
を
摸
し
た
図
画
を
見
た
上
で
（
図
を
も
介
在
さ
せ
て
）
詩
を
作
っ
た
か
ら
、
模
倣
詩
が
よ
り
具
体
的
に
な
っ
た
（
詳
細
に
な
っ
た
、
と
言
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
）
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と
す
る
と
、
模
倣
は
「
詩
」
を
媒
体
と
し
て
い
る
だ
け
の
も
の
、
よ
り
も
「
詩
」
を
媒
体
と
し
た
「
圖
」
を
も
更
な
る
媒
体
と
し
て
、
い
る
も
の
の
方
が
、
よ
り
具
体
的
で
あ
る
（
詳
細
で
あ
る
、
と
い
）
う
こ
と
も
（
精
査
を
要
す
る
が
）
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
例
え
ば
宋
の
蘇
籀
の
「
書
輞
川
圖
後
」
は
、
そ
の
輞
川
莊
[ ８
]
ち
ゅ
う
図
を
具
体
性
の
強
い
言
葉
に
移
し
換
え
て
語
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
（
後
の
書
き
下
し
文
中
の
（
）
内
は
論
者
に
よ
る
。）
…
…
唐
王
右
丞
輞
莊
矮
紙
圖
、
披
閲
屬
爾
、
洒
然
慕
之
。
按
摩
詰
、
開
元
詞
宗
張
曲
江
之
客
、
孝
友
、
禪
悅
、
書
畫
絶
世
、
仕
而
屡
歸
其
區
處
門
閭
、
標
蕝
山
藪
、
新
規
奇
概
、
淵
兮
卓
哉
、
曠
達
騷
人
之
思
也
。
其
疏
舉
二
十
許
處
、
城
坳
岡
坂
、
葺
宇
上簜
游
、
編
菅
裁
杏
、
木
欄
聯
柵
、
茱
茰
沜
澨
、
槐
栢
宮
蔭
、
篠
嶺
、
北
南
湖
垞
、
霏
祲
煙
霞
、
麕
遠
迹
、
人
之
虞
沿
渉
、
㠋
麚
信
舲
艫
之
適
、
亭
臨
清
泚
、
柳
翻
碧
波
、
欒
瀨
白
石
、
萬
拳
金
屑
、
少
飲
千
歳
。
檀
欒
爲
里
、
吟
琴
簫
、
辛
夷
爲
車
、
桂
旂
歗
自
舉
。
有
用
故
割
之
林
、
蕃
衍
遠
條
之
囿
、
山
居
之
殊
勝
、
詩
眼
之
識
拔
、
如
此
。
…
…
紹
興
辛
未
孟
秋
、
眉
山
蘇
籀
題
（
…
…
唐
の
王
右
丞
の
輞
荘
矮
紙
図
は
、
披
閲
す
る
は
爾
に
属
す
れ
ば
、
洒
然
と
し
て
之
を
慕
ふ
。
按
ず
る
に
摩
詰
は
、
開
元
の
詞
宗
張
曲
江
の
客
に
し
て
、
孝
友
、
禅
悦
あ
り
、
書
画
は
絶
世
、
仕
へ
て
屡
し
ば
其
の
区
処
の
門
閭
に
帰
り
、
山
薮
を
標
蕝
し
、
新
規
奇
概
、
淵
き
か
な
卓
る
る
か
な
、
曠
達
に
し
て
騒
人
の
思
ひ
な
り
。
其
れ
疏
し
て
二
十
許
り
の
処
を
挙
げ
、
城
坳
岡
坂
（
孟
城
坳
、
華
子
岡
、
宇
を
葺
き
て
上
り
）
て
游
び
、
菅
を
編
み
杏
を
栽
ゑ
（
文
杏
館
、
木
欄
柵
を
聯
ね
）
（
木
蘭
柴
、
茱
茰
の
沜
澨
（
茱
茰
沜
、
槐
栢
の
宮
蔭
（
宮
）
）
槐
陌
、
篠
の
嶺
（
斤
竹
嶺
、
北
南
の
湖
垞
（
北
垞
、
）
）
簜
㠋
南
垞
、
欹
湖
、
霏
祲
煙
霞
、
麕
迹
を
遠
ざ
け
（
鹿
柴
、
）
）
麚
人
の
沿
渉
を
虞
ふ
る
は
、
信
に
舲
艫
の
適
ひ
、
亭
は
清
泚
に
う
れ
臨
み
（
臨
湖
亭
、
柳
は
碧
波
に
翻
り
（
柳
浪
、
欒
瀨
白
石
）
）
（
欒
家
瀬
、
白
石
灘
、
萬
拳
の
金
屑
は
、
飲
む
こ
と
少
な
く
）
し
て
千
歳
な
り
（
金
屑
泉
。
檀
欒
と
し
て
里
を
為
し
、
琴
簫
）
を
吟
し
（
竹
里
館
、
辛
夷
を
車
と
為
せ
ば
、
桂
旂
自
ら
挙
歗
）
（
）。
（
）、
が
る
辛
夷
塢
有
用
な
る
が
故
に
割
か
る
る
の
林
漆
園
遠
條
を
蕃
衍
す
る
の
囿
（
椒
園
、
山
居
の
殊
勝
、
詩
眼
の
識
）
拔
は
、
此
の
如
し
。
…
…
紹
興
辛
未
孟
秋
、
眉
山
の
蘇
籀
題
す
（
宋
、
蘇
籀
『
雙
溪
集
』
書
輞
川
圖
後
）
）
蘇
籀
は
す
な
わ
ち
「
輞
莊
圖
」
を
見
、
例
え
ば
「
鹿
柴
」
で
あ
れ
ば
言
葉
で
霏
祲
煙
霞
麕
遠
迹
と
捉
え
な
お
し
竹
「
、
」
、「
麚
[ ９
]
里
館
」
で
あ
れ
ば
「
檀
欒
爲
里
、
吟
琴
簫
」
と
捉
え
な
お
し
て
歗
い
て
、
輞
川
荘
図
を
見
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
詳
し
く
」
な
っ
た
[
]10
所
を
言
葉
に
し
、
よ
り
具
体
的
に
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
楊
敬
悳
の
追
和
も
「
詩
」
お
よ
び
「
圖
（
畫
）
の
双
方
を
模
倣
」
媒
体
と
し
て
詠
ん
で
い
る
の
で
「
詩
」
の
み
の
場
合
以
上
に
、
よ
、
り
「
詳
し
く
、
よ
り
具
体
的
に
唱
和
し
得
て
い
る
追
和
詩
で
あ
る
」
と
看
做
す
こ
と
も
出
来
な
く
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
「
詳
し
」
は
「
詩
」
だ
け
を
媒
体
と
す
る
場
合
と
比
べ
、
あ
、
く
ま
で
も
馬
廷
鸞
の
言
う
「
樸
、
誇
」
程
の
差
で
あ
っ
て
、
今
は
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表
現
の
確
か
さ
に
差
が
出
る
と
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
優
劣
が
生
ず
る
と
い
う
程
の
こ
と
で
は
な
い
と
見
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
三
さ
て
、
彭
孫
貽
「
和
摩
詰
輞
川
荘
詩
」
の
中
か
ら
、
今
、
王
維
の
「
竹
里
館
」
詩
に
和
す
一
篇
を
例
に
取
り
、
擬
作
詩
と
し
て
の
「
逼
似
」
の
様
と
そ
の
意
味
す
る
所
を
見
た
い
。
人
口
に
膾
炙
す
る
原
詩
と
裴
迪
の
和
詩
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
竹
里
館
王
維
獨
坐
幽
篁
裏
独
り
坐
す
幽
篁
の
裏
彈
琴
復
長
嘯
琴
を
弾
き
復
た
長
嘯
す
深
林
人
不
知
深
林
人
知
ら
ず
明
月
來
相
照
明
月
来
た
り
て
相
照
ら
す
同
詠
裴
迪
來
過
竹
里
館
来
た
り
て
過
る
竹
里
館
日
與
道
相
親
日
び
道
と
相
親
し
む
出
入
惟
山
鳥
出
入
す
る
は
惟
だ
山
鳥
の
み
幽
深
無
世
人
幽
深
な
れ
ば
世
人
無
し
「
」
、
「
」
王
維
の
輞
川
集
詩
は
二
十
首
中
の
た
と
え
ば
斤
竹
嶺
詩
や
「
漆
園
」
詩
に
顕
著
な
よ
う
に
、
輞
川
荘
内
の
各
景
勝
に
於
い
て
、
先
賢
の
商
山
四
皓
や
荘
子
ら
主
と
し
て
史
上
の
人
物
と
語、
ら
い
を
図
ろ
う
と
す
る
詠
で
あ
る
こ
と
を
一
つ
の
特
徴
と
す
る
が
「
竹
里
館
」
も
竹
林
の
七
賢
の
阮
籍
と
の
語
ら
い
を
期
す
べ
く
、
阮
籍
「
詠
懷
」
其
一
を
踏
ま
え
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
詠
懷
（
其
一
）
阮
籍
夜
中
不
能
寐
夜
中
寐
ぬ
る
能
は
ず
起
坐
彈
鳴
琴
起
き
坐
し
て
鳴
琴
を
弾
く
薄
帷
鑑
明
月
薄
き
帷
に
明
月
鑑
り
淸
風
吹
我
衿
清
風
は
我
が
衿
を
吹
く
孤
鴻
號
外
野
孤
鴻
は
外
野
に
号
び
朔
鳥
鳴
北
林
朔
鳥
は
北
林
に
鳴
く
徘
徊
將
何
見
徘
徊
将
た
何
を
か
見
ん
は
憂
思
獨
傷
心
憂
ひ
思
ひ
て
独
り
心
を
傷
ま
し
む
王
維
は
こ
の
阮
籍
「
詠
懷
」
詩
の
前
半
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
裴
迪
は
後
半
を
踏
ま
え
て
王
維
に
和
し
、
竹
里
館
に
於
い
て
阮
籍
と
語
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
か
の
時
代
の
よ
う
な
不
安
な
風
、
「
」
、
景
は
も
は
や
こ
こ
に
は
無
く
王
維
は
深
林
人
不
知
と
詠
み
裴
迪
も
「
幽
深
無
世
人
」
と
詠
ん
で
、
両
者
境
地
を
一
致
さ
せ
、
こ
こ
の
竹
林
（
深
林
）
は
も
は
や
静
か
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
れ
ら
に
追
和
す
る
後
世
の
楊
敬
悳
、
彭
孫
貽
の
詠
を
見
て
み
る
と
、
王
、
裴
と
同
様
、
や
は
り
阮
籍
を
承
け
つ
つ
王
維
ら
に
和
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
先
ず
楊
敬
悳
は
次
の
よ
う
に
和
す
。
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竹
里
館
（
和
韻
）
楊
敬
悳
此
君
儼
相
峙
此
の
君
儼
と
し
て
相
峙
し
[
]
淸
坐
一
晤
嘯
清
坐
し
て
一
た
び
晤
嘯
す
11
天
風
振
空
聲
天
風
空
を
振
は
す
の
声
萬
境
通
寂
照
万
境
寂
照
に
通
ず
「
」
、「
」
「
」
此
君
す
な
わ
ち
竹
の
林
の
中
に
在
っ
て
風
お
よ
び
嘯
と
い
う
語
に
顕
著
な
よ
う
に
、
阮
籍
「
詠
懷
（
其
一
」
の
前
[
]
）
12
半
を
踏
ま
え
て
追
和
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
和
詩
は
一
般
に
、
和
す
る
際
に
原
詩
に
対
す
る
解
釈
が
内
包
さ
、
、
れ
る
点
で
擬
作
詩
の
一
種
と
看
做
せ
る
が
楊
敬
悳
の
こ
の
詩
も
恐
ら
く
は
図
に
描
か
れ
る
「
此
君
」
と
対
坐
し
「
長
嘯
」
す
る
王
、
た
け
維
と
思
し
き
詩
人
の
姿
を
捉
え
、
そ
の
詩
人
は
阮
籍
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
「
風
」
に
胸
襟
を
吹
か
れ
、
し
か
し
阮
籍
が
超
え
よ
う
と
し
て
超
え
ら
れ
な
か
っ
た
「
憂
思
」
を
克
服
し
、
仏
教
に
い
う
「
寂
照
」
の
境
地
に
ま
で
到
達
し
て
い
る
、
と
詠
ん
で
い
る
[
]13
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
王
維
ら
が
「
竹
里
館
」
詩
に
於
い
て
捉
え
た
そ
の
静
寂
の
境
地
、
或
い
は
裴
迪
の
い
う
竹
里
館
の
も
た
ら
す
「
道
」
を
、
楊
敬
悳
な
り
に
自
ら
の
語
で
解
釈
し
和
し
得
た
も
の
で
は
な
い
か
。
王
維
ら
と
山
中
の
「
竹
里
館
」
に
於
け
る
禅
の
境
地
を
共
有
し
、
或
い
は
そ
れ
を
模
倣
対
象
と
し
て
自
ら
、
。
の
も
の
と
し
と
も
に
竹
里
館
に
遊
ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
、
（
、
で
は
彭
孫
貽
の
和
詩
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
楊
と
は
異
な
り
和
韻
で
は
な
い
。）
竹
里
館
彭
孫
貽
深
松
結
茅
屋
深
松
茅
屋
を
結
べ
ば
明
月
來
仍
去
明
月
来
た
り
て
仍
ほ
去
る
な
林
中
有
幽
人
林
中
に
有
り
幽
人
の
只
聞
長
嘯
處
只
だ
長
嘯
を
聞
く
の
み
の
処
「
幽
人
」
が
深
林
の
中
に
在
る
と
（
深
松
」
は
「
深
林
」
の
誤
「
り
で
は
な
い
か
、
王
維
の
原
詩
結
句
に
も
あ
る
よ
う
に
、
明
月
が
）
い
つ
も
通
り
に
訪
れ
照
ら
し
て
く
れ
る
と
、
彭
孫
貽
は
言
う
。
そ
れ
は
、
阮
籍
と
語
ろ
う
と
す
る
王
維
を
、
山
中
で
阮
籍
と
同
様
に
「
」
「
」
、
や
は
り
明
月
の
も
と
で
弾
琴
し
て
い
る
隠
棲
者
と
捉
え
竹
里
館
を
王
維
が
専
ら
阮
籍
の
「
長
嘯
」
を
聞
く
場
所
と
し
て
い
る
、
と
彭
孫
貽
が
解
釈
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
彭
孫
貽
は
、
楊
敬
悳
が
静
か
な
「
道
」
あ
る
い
は
「
寂
照
」
の
境
地
に
逼
ろ
う
と
し
た
の
と
は
ま
た
異
な
り
「
明
月
」
の
も
と
、
、
「
憂
思
」
を
訴
え
る
「
長
嘯
」
を
静
か
に
聞
く
山
中
人
王
維
を
捉
え
る
こ
と
で
、
模
倣
対
象
で
あ
る
王
維
の
「
竹
里
館
」
の
境
地
に
「
逼
似
」
し
、
王
維
ら
と
そ
の
よ
う
な
境
地
を
共
有
し
、
或
い
は
そ
れ
を
自
ら
の
も
の
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
四
、
「
」
「
」
も
う
一
首
王
維
輞
川
集
の
い
ま
一
つ
の
代
表
作
鹿
柴
に
対
す
る
彭
孫
貽
の
「
逼
似
」
の
様
と
そ
の
意
味
す
る
所
も
見
て
お
き
た
い
。
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先
ず
「
和
摩
詰
輞
川
荘
詩
」
に
於
い
て
王
維
ら
と
詩
境
を
共
有
、
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
点
を
、
前
掲
の
「
竹
里
館
」
と
同
様
に
、
原
唱
お
よ
び
楊
敬
悳
の
そ
れ
と
比
較
し
な
が
ら
見
た
い
。
鹿
柴
王
維
空
山
不
見
人
空
山
人
を
見
ず
但
聞
人
語
響
但
だ
人
語
の
響
く
を
聞
く
の
み
返
景
入
深
林
返
景
深
林
に
入
り
復
照
靑
苔
上
復
た
照
ら
す
青
苔
に
上
る
を
、
、
、
同
詠
裴
迪
日
夕
見
寒
山
日
の
夕
べ
寒
山
を
見
便
爲
獨
往
客
便
ち
独
り
往
く
の
客
と
為
る
不
知
松
林
事
知
ら
ず
松
林
の
事
但
有
麏
跡
但
だ
麏
の
跡
有
る
の
み
（
松
一
作
深
）
麚
麚
鹿
柴
（
和
韻
）
楊
敬
悳
崕
蹙
石
林
稠
崖
蹙
り
て
石
林
稠
く
せ
ま
お
ほ
谷
靜
山
泉
響
谷
静
か
に
し
て
山
泉
響
く
麏
囿
其
間
麏
其
の
間
に
囿
は
れ
麚
麚
か
[
]
攸
伏
息
下
上
伏
す
る
攸
は
下
り
上
る
を
息
む
と
こ
ろ
14
鹿
柴
（
和
韻
）
彭
孫
貽
[
]15
不
測
松
林
深
松
林
の
深
き
を
測
ら
ざ
れ
ば
靑
苔
鹿
跡
上
青
苔
鹿
の
跡
上
る
幽
人
入
林
久
幽
人
林
に
入
る
こ
と
久
し
く
[
]
無
人
見
來
往
人
の
来
往
す
る
を
見
る
無
し
16
こ
の
詩
は
「
鹿
柴
」
と
い
う
詩
題
が
明
示
す
る
よ
う
に
、
ま
た
現
存
の
「
輞
川
圖
」
を
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
人
と
鹿
と
が
隣
接
し
つ
つ
棲
み
分
け
が
で
き
る
よ
う
な
、
山
と
の
間
を
仕
切
る
柵
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
裴
迪
の
和
詩
の
「
麏
」
か
ら
も
麚
フ
ェ
ン
ス
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
淮
南
小
山
の
『
楚
辭
』
招
隱
士
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
楚
辭
「
招
隱
士
」
桂
樹
叢
生
兮
山
之
幽
桂
樹
叢
生
す
山
の
幽
偃
蹇
連
蜷
兮
枝
相
繚
偃
蹇
連
蜷
と
し
て
枝
相
繚
ふ
山
氣
巃
兮
石
嵯
峨
山
気
は
巃
と
し
て
石
は
嵯
峨
た
り
嵸
嵸
谿
谷
嶄
巖
兮
水
曾
波
谿
谷
は
嶄
巖
と
し
て
水
は
波
を
曽
ぬ
猨
狖
羣
嘯
兮
虎
豹
嘷
猨
狖
は
群
嘯
し
て
虎
豹
は
嘷
ゆ
る
に
攀
援
桂
枝
兮
聊
淹
留
桂
枝
を
攀
援
し
て
聊
か
淹
留
せ
ん
と
す
王
孫
遊
兮
不
歸
王
孫
遊
び
て
帰
ら
ず
春
草
生
兮
萋
萋
春
草
生
じ
て
萋
々
た
り
歳
暮
兮
不
自
聊
歳
暮
る
る
も
自
ら
は
聊
ら
ず
蟪
蛄
鳴
兮
啾
啾
蟪
蛄
鳴
き
て
啾
々
た
り
…
…
…
…
靑
莎
雜
樹
兮
薠
草
靃
靡
青
莎
は
樹
に
雑
は
り
て
薠
草
靃
靡
た
り
白
鹿
麏
兮
或
騰
或
倚
白
鹿
麏
或
は
騰
り
或
は
倚
る
麚
麚
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状
貌
兮
峨
峨
状
貌
は
々
と
し
て
峨
々
崯
崯
崯
淒
淒
兮
淒
々
た
り
々
た
り
漇
漇
漇
…
…
…
…
王
孫
兮
歸
來
王
孫
よ
帰
り
来
た
れ
山
中
兮
不
可
以
久
留
山
中
は
以
て
久
し
く
は
留
ま
る
べ
か
ら
ず
こ
の
『
楚
辭
』
招
隱
士
（
文
選
』
引
）
は
、
山
中
に
留
ま
っ
て
『
世
に
出
よ
う
と
し
な
い
王
孫
（
屈
原
と
思
し
き
隠
士
）
に
対
し
、
そ
こ
は
猛
獣
や
雑
獣
が
棲
息
し
、
草
木
が
密
生
す
る
よ
う
な
場
所
で
あ
り
、
久
し
く
留
ま
る
べ
き
で
は
な
い
と
呼
び
か
け
、
帰
還
を
促
す
詠
と
な
っ
て
い
る
。
、
、
し
か
し
山
中
人
王
維
は
逆
に
そ
の
よ
う
な
山
中
で
あ
っ
て
も
隠
士
が
留
ま
る
べ
き
で
は
な
い
と
は
せ
ず
、
寧
ろ
今
で
は
留
ま
る
こ
と
が
で
き
る
と
呼
び
か
け
る
べ
く
「
鹿
柴
」
を
詠
ん
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
「
白
鹿
麏
兮
、
或
騰
或
倚
」
と
い
う
山
中
で
。
麚
あ
っ
て
も
、
今
は
も
は
や
「
鹿
柴
」
す
な
わ
ち
柵
が
設
け
ら
れ
、
鹿
も
隠
士
と
同
様
、
隣
接
し
つ
つ
も
人
と
距
離
を
取
り
、
人
と
棲
み
分
け
て
い
る
、
故
に
王
孫
は
留
ま
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
王
維
は
、
そ
こ
で
そ
の
ま
ま
屈
原
と
思
し
き
隠
士
と
語
る
こ
と
が
出
来
る
「
鹿
柴
」
詩
は
、
い
わ
ば
「
反
招
隱
」
に
な
っ
て
い
。
る
と
言
っ
て
も
好
い
か
も
知
れ
な
い
。
[
]17
少
な
く
と
も
「
鹿
柴
」
は
そ
の
よ
う
な
場
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
裴
迪
は
「
但
有
麏
跡
」
と
詠
み
、
宋
の
蘇
籀
も
「
麕
遠
迹
」
麚
麚
（
麕
迹
を
遠
ざ
く
）
と
明
言
し
、
楊
敬
悳
も
「
麏
囿
其
間
」
麚
麚
と
和
し
、
彭
孫
貽
も
「
靑
苔
鹿
跡
上
」
と
和
し
て
い
る
。
恐
ら
く
は
、
楊
敬
悳
が
鹿
が
「
騰
倚
」
せ
ず
に
憩
う
様
を
詠
ん
で
い
る
の
は
、
図
絵
に
「
麏
」
が
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
の
麚
を
目
に
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
ま
た
彭
孫
貽
が
、
鹿
が
も
は
[
]18
や
姿
を
見
せ
ず
、
そ
の
気
配
、
そ
の
足
跡
だ
け
を
詠
ん
で
い
る
の
は
、
俗
人
の
往
来
を
消
す
裴
迪
（
と
王
維
）
の
詩
を
模
倣
媒
体
と
し
、
自
ら
も
そ
の
様
な
境
地
に
逼
り
得
る
こ
と
を
確
信
（
解
釈
）
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
「
麕
」
は
、
唐
以
前
、
六
朝
時
代
も
依
然
山
中
に
在
麚
る
。
例
え
ば
斉
の
劉
絵
「
詠
博
山
香
鑪
」
詩
は
、
香
炉
に
彫
ら
れ
た
彫
刻
を
詠
み
、
そ
の
象
る
山
中
の
様
を
、
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。
詠
博
山
香
鑪
劉
繪
、
。
、
。
蔽
虧
千
種
樹
出
沒
萬
重
山
上
鏤
秦
王
子
駕
鶴
乘
紫
烟
下
刻
蟠
龍
勢
、
矯
首
半
銜
蓮
。
…
…
麕
或
騰
倚
、
林
薄
杳
麚
芊
眠
。
…
…
（
蔽
虧
す
千
種
の
樹
、
出
没
す
万
重
の
山
。
上
は
鏤
る
秦
の
王
子
の
、
鶴
に
駕
し
紫
烟
に
乘
る
を
。
下
は
刻
む
蟠
龍
の
勢
ひ
あ
り
、
首
を
矯
げ
て
半
ば
蓮
を
銜
む
を
。
…
…
麕
は
或
は
騰
り
倚
り
、
林
薄
は
杳
と
し
て
芊
眠
た
り
。
…
麚…
）
こ
の
と
き
鹿
は
、
草
木
の
阡
緜
と
し
て
生
い
茂
る
林
の
中
に
居
る
。
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ま
た
、
同
じ
く
斉
の
謝
朓
の
聯
句
「
往
敬
亭
路
中
」
詩
で
は
、
と
も
に
詠
む
郡
僚
の
ひ
と
り
斉
挙
郎
が
敬
亭
山
中
に
入
っ
て
行
く
途
上
の
様
を
、
次
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。
往
敬
亭
路
中
（
聯
句
）
齊
舉
郎
、
。
、
。
弱
葼
既
靑
翠
輕
莎
方
靃
靡
鷖
鷗
沒
而
遊
麕
騰
復
倚
䴥
（
弱
葼
既
に
青
く
翠
に
、
軽
莎
方
に
靃
靡
た
り
。
鷖
鴎
没
し
て
は
遊
び
、
麕
騰
り
て
は
復
た
倚
る
）
䴥
。
鹿
は
や
は
り
山
裾
で
「
騰
倚
」
し
て
い
る
。
そ
れ
が
唐
詩
に
な
る
と
「
鹿
」
は
勿
論
山
中
に
在
る
が
、
更
に
、
「
苔
」
と
縁
あ
る
語
と
な
り
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
用
例
が
散
見
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
「
幽
溪
鹿
過
苔
還
靜
、
深
樹
雲
來
鳥
不
知
」
（
錢
起
「
山
中
酬
楊
補
闕
見
過
」
詩
）
「
潭
澄
猿
覷
月
、
竇
冷
鹿
眠
苔
」
（
齊
己
「
送
人
遊
玉
泉
寺
」
詩
）
「
印
留
麋
鹿
野
禽
蹤
、
巖
壁
漁
磯
幾
處
逢
」[
]
（
徐
夤
「
苔
」
詩
）
19
こ
こ
に
は
山
中
の
、
人
と
の
接
点
で
「
苔
」
を
踏
み
「
跡
を
遠
、
ざ
く
」
鹿
が
居
る
。
以
上
か
ら
考
え
る
と
、
王
維
の
「
鹿
柴
」
も
、
そ
れ
と
は
詠
ん
で
い
な
い
か
に
見
え
、
実
は
夕
陽
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
山
中
の
柵
鹿
柴
の
も
と
に
生
え
る
靑
苔
に
は
跡
を
遠
ざ
け
た
麏
「
」
「
」
、
「
」
の
「
上
」
っ
た
痕
跡
だ
け
が
静
か
に
残
っ
て
い
る
こ
と
に
な
麚る
。
鹿
は
殆
ど
姿
を
現
さ
ず
、
人
と
出
会
う
こ
と
も
稀
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
王
維
の
「
鹿
柴
」
は
、
蘇
籀
も
言
う
よ
う
に
、
鹿
が
「
跡
を
遠
ざ
く
」
こ
と
を
意
味
す
る
柵
で
あ
り
、
そ
れ
が
山
中
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
人
も
鹿
も
互
い
の
隠
棲
に
さ
し
て
干
渉
し
合
う
こ
と
は
無
い
。
王
維
の
末
句
の
「
靑
苔
上
（
青
苔
に
上
[
]
」
20
る
）
も
、
鹿
が
人
前
に
姿
を
現
す
こ
と
無
く
、
山
か
ら
下
り
て
く
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
寧
ろ
そ
の
足
跡
だ
け
を
残
し
て
い
る
状
態
を
表
す
語
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
好
い
の
で
は
な
い
か
。
、
、
、
さ
ら
に
和
詩
を
擬
作
詩
と
し
て
見
た
場
合
唱
和
者
の
裴
迪
楊
敬
悳
、
彭
孫
貽
の
三
者
も
揃
っ
て
鹿
の
足
跡
を
捉
え
て
い
る
。
王
維
の
「
鹿
柴
」
は
「
鹿
柴
」
と
い
う
題
下
、
人
は
声
の
響
き
だ
、
け
、
鹿
は
夕
陽
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
足
跡
だ
け
、
王
維
が
屈
原
と
思
し
き
隠
士
と
語
ろ
う
と
す
る
山
中
は
、
静
か
な
光
景
に
満
た
さ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
か
つ
て
屈
原
は
招
隠
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
鹿
の
棲
ま
う
深
林
に
は
留
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
王
維
は
鹿
と
共
に
山
中
に
静
か
に
留
ま
っ
て
い
る
。
彭
孫
貽
も
そ
の
よ
う
な
王
維
ら
と
「
鹿
柴
」
で
の
、「
」
「
」
境
地
を
共
有
し
深
林
の
中
に
の
み
在
る
そ
の
境
地
に
逼
似
し
、
共
に
遊
ぼ
う
と
し
て
い
る
。
五
彭
孫
貽
が
王
維
の
「
輞
川
集
」
詩
の
境
地
を
欲
し
、
摸
倣
に
走
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っ
た
の
は
、
清
朝
に
入
り
明
の
遺
民
と
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
里
の
徐
盛
全
「
孝
介
先
生
（
彭
孫
貽
）
傳
」
に
依
れ
ば
、
孫
貽
は
三
十
一
歳
の
時
（
一
六
四
五
）
に
、
父
の
彭
太
僕
（
期
生
）
は
じ
め
兄
弟
が
「
甲
申
乙
酉
の
変
」
で
義
士
と
し
て
明
に
殉
ぜ
[
]21
ん
と
し
、
翌
々
年
丙
戌
（
一
六
四
七
）
に
は
す
で
に
落
命
し
て
い
る
。
孫
貽
は
病
弱
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
母
を
奉
じ
て
変
を
遁
れ
、
変
後
、
父
ほ
か
義
士
ら
の
遺
骸
を
取
り
戻
し
に
行
き
、
そ
の
後
は
門
を
閉
ざ
し
て
著
述
に
い
そ
し
み
、
名
勝
を
巡
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
貴
顕
と
交
わ
る
こ
と
は
せ
ず
、
も
は
や
生
涯
仕
え
て
い
な
い
（
科
挙
は
貢
生
で
終
わ
っ
て
い
る
）
。
多
作
で
あ
り
、
著
書
[
]22
は
『
茗
齋
集
』
等
多
く
を
遺
す
に
至
っ
て
い
る
。
遺
民
と
な
っ
て
か
ら
の
孫
貽
の
生
活
を
、
徐
盛
全
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。
先
生
、
素
衣
疏
食
二
十
餘
年
、
恒
若
苫
塊
不
交
人
事
、
毎
從
緇
流
羽
士
、
吟
嘯
野
寺
荒
苑
間
。
或
獨
行
海
上
、
浩
歌
激
烈
、
與
潮
汐
相
互
答
、
或
獨
立
書
空
咄
咄
、
或
中
夜
揮
杯
痛
哭
、
人
見
而
怪
之
。
（
先
生
、
素
衣
疏
食
な
る
こ
と
二
十
餘
年
、
恒
に
苫
塊
す
る
せ
ん
く
わ
い
が
ご
と
く
人
事
に
交
は
ら
ず
、
毎
に
緇
流
羽
士
に
従
ひ
、
野
す
み
ぞ
め
。
、
、
寺
荒
苑
の
間
に
吟
嘯
す
或
は
海
上
に
独
行
し
浩
歌
激
烈
、
、
潮
汐
と
相
互
ひ
に
答
へ
或
は
独
立
し
て
空
に
咄
々
と
書
き
或
は
中
夜
杯
を
揮
ひ
て
痛
哭
す
れ
ば
、
人
見
て
之
を
怪
む
）。
三
十
代
以
降
は
「
苫
塊
」
す
な
わ
ち
「
苫
に
寝
て
塊
を
枕
と
、
つ
ち
く
れ
し
、
国
に
殉
じ
た
父
兄
や
義
士
等
の
喪
に
服
す
る
生
活
を
送
っ
て
」
い
る
。
そ
し
て
そ
の
中
で
彭
孫
貽
は
、
僧
侶
や
道
士
に
従
い
、
野
寺
荒
苑
を
も
訪
れ
て
い
る
。
輞
川
荘
も
そ
の
よ
う
な
思
い
と
生
活
の
中
で
訪
れ
た
く
思
っ
た
荘
苑
の
一
つ
で
は
な
か
っ
た
か
「
輞
川
。
集
」
に
追
和
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遺
民
と
し
て
の
憂
思
を
含
み
つ
つ
、
鹿
と
同
じ
よ
う
に
山
中
に
隠
棲
し
た
山
中
人
王
維
の
よ
う
な
、
、
、
静
寂
な
境
地
に
共
に
吾
が
心
境
を
遊
ば
せ
在
り
得
べ
き
生
活
心
の
置
き
処
を
模
索
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
擬
作
詩
は
、
主
と
し
て
宋
代
以
降
、
言
葉
の
模
倣
か
ら
、
そ
れ
の
み
に
止
ま
ら
ず
生
活
の
模
倣
に
ま
で
入
っ
て
行
く
。
先
賢
の
文
学
の
中
に
理
念
を
見
出
だ
し
、
そ
れ
を
自
ら
の
生
活
に
取
り
込
も
う
と
摸
倣
す
る
傾
向
が
色
濃
く
な
る
。
明
の
遺
民
彭
孫
貽
の
「
和
摩
詰
輞
川
荘
詩
」
十
二
首
も
、
自
ら
の
生
活
に
欲
し
い
在
る
べ
き
荘
苑
を
求
め
よ
う
と
し
た
作
品
な
の
で
は
な
い
か
。
元
の
楊
敬
悳
の
そ
れ
に
現
れ
た
境
地
と
の
差
異
を
見
る
に
付
け
、
王
維
の
模
倣
と
は
言
え
、
そ
の
欲
し
た
生
活
が
如
実
に
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
注
[ １
]
和
摩
詰
輞
川
荘
詩
は
四
部
叢
刊
廣
編
茗
齋
集
巻
十
六
百
「
」
、
『
』
（
八
葉
）
所
収
に
よ
る
。
彭
孫
貽
（
萬
暦
四
三
～
康
煕
一
二
、
字
は
仲
）
、
、
。
、
「
」、
謀
羿
仁
と
号
す
嘉
興
府
海
塩
の
人
伝
は
王
士
禎
彭
孫
貽
傳
同
里
の
徐
盛
全
「
孝
介
先
生
傳
、
沈
季
友
「
彭
貢
生
孫
貽
」
等
が
あ
」
る
。
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[ ２
] 「
河
漢
」
は
、
漢
の
王
充
『
論
衡
』
案
書
篇
に
「
漢
作
書
者
多
、
司
、
、
。
、
。」
、
馬
子
長
楊
子
雲
河
漢
也
其
餘
涇
渭
也
と
あ
る
の
に
拠
り
学
問
の
規
模
が
涇
水
渭
水
て
い
ど
で
な
く
、
黄
河
漢
水
の
よ
う
に
広
大
か
つ
深
遠
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
[ ３
] 模
倣
の
構
造
を
意
味
す
る
所
謂
「
欲
望
の
三
角
形
」
は
、
ル
ネ
・
ジ
ラ
ー
ル
『
欲
望
の
現
象
学
（
叢
書
ウ
ニ
ベ
ル
シ
タ
ス
）
に
よ
る
。
』
29
[ ４
] 楊
敬
悳
は
、
一
三
三
〇
年
前
後
、
元
の
泰
定
、
至
順
の
頃
の
人
。
浙
江
儒
学
提
挙
と
し
て
杭
州
に
赴
く
際
、
同
僚
の
王
士
熈
は
「
楊
君
居
史
館
久
、
文
精
思
縟
、
言
議
濟
濟
、
志
于
事
功
、
卓
然
勇
徃
之
資
也
」
と
言
っ
て
見
送
っ
て
い
る
。
翰
林
院
編
修
承
事
郎
を
歴
て
い
る
。
[ ５
] こ
の
複
本
は
、
渡
部
英
喜
『
自
然
詩
人
王
維
の
世
界
（
明
治
書
院
二
』
〇
一
〇
）
に
い
う
「
輞
川
図
（
五
）
郭
世
元
摸
、
郭
忠
恕
筆
に
よ
る
」
輞
川
図
（
万
暦
四
十
五
年
（
一
六
一
七
）
の
作
）
に
当
た
る
。
郭
世
元
は
『
山
西
通
志
』
卷
一
百
六
十
一
（
藝
術
）
に
「
明
）
郭
世
元
、
、
、
（
潞
安
人
、
書
畫
胥
絶
、
沈
平
度
令
藍
田
、
延
世
元
臨
摩
詰
輞
川
圖
、
…
…
」
と
あ
る
。
ま
た
、
郭
忠
恕
（
字
は
恕
先
）
の
伝
は
『
宋
史
』
卷
、
四
百
四
十
二
に
あ
る
。
「
」
「
」
、
『
』
[ ６
]
畫
と
圖
の
ち
が
い
に
就
い
て
は
伊
藤
東
涯
操
觚
字
訣
に
「
畫
」
は
（
人
物
花
鳥
山
水
…
…
な
ど
）
物
の
か
た
ち
を
う
つ
す
、
。「
」
、
こ
と
図
は
物
の
か
た
ち
を
図
う
つ
し
に
そ
の
ま
ま
う
つ
す
こ
と
…
…
山
水
人
物
草
木
に
て
も
、
そ
の
模
様
を
う
つ
す
心
よ
り
い
う
と
き
、
、
「
」
、
、「
」
は
図
と
い
う
…
…
そ
れ
故
画
図
と
つ
づ
く
と
あ
り
図
は
物
の
構
造
を
捉
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
強
く
働
い
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
山
水
画
と
山
水
図
は
差
異
は
無
い
と
見
て
お
き
た
い
。
[ ７
] 馬
廷
鸞
は
、
南
宋
、
理
宗
の
時
の
宰
相
（
右
丞
相
兼
樞
密
使
「
天
）。
下
安
危
、
人
主
不
知
。
國
家
利
害
、
羣
臣
不
知
。
軍
前
勝
負
、
列
閫
不
知
」
と
い
う
言
葉
を
遺
し
、
そ
の
宰
相
を
罷
め
る
こ
と
に
な
る
「
馬
廷
鸞
三
不
知
」
の
逸
聞
が
、
本
伝
（
宋
史
』
巻
四
百
十
四
列
傳
第
一
百
『
七
十
三
）
に
遺
っ
て
い
る
。
、
、
。
、
[ ８
] 蘇
籀
字
は
仲
茲
眉
州
の
人
蘇
轍
の
長
子
で
あ
る
蘇
遲
の
長
子
す
な
わ
ち
蘇
轍
の
孫
に
あ
た
る
。
[ ９
] 「
遠
迹
」
は
『
水
經
注
』
溱
水
に
「
晉
義
熙
中
、
沙
門
釋
僧
律
、
葺
、
宇
巖
阿
、
猛
虎
遠
跡
」
と
あ
る
。
猛
虎
と
人
と
が
出
会
わ
な
い
状
態
を
い
う
も
の
と
解
し
て
お
き
た
い
。
[
「
檀
欒
」
は
、
細
く
て
長
い
竹
の
貌
。
]10
[
渡
部
氏
『
自
然
詩
人
王
維
の
世
界
』
所
載
の
清
刻
輞
川
図
の
点
景
人
]11物
三
名
は
、
立
ち
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
[
長
嘯
と
い
え
ば
た
と
え
ば
唐
の
包
融
阮
公
嘯
臺
詩
に
傳
] 「
」
、
「
」
「
12是
古
人
跡
、
阮
公
長
嘯
處
」
と
あ
る
よ
う
に
、
阮
籍
を
想
起
す
る
。
[
「
寂
照
」
に
つ
い
て
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
は
、
真
理
の
本
体
]13を
「
寂
（
止
）
と
い
い
、
真
の
智
慧
の
働
き
を
「
照
（
観
）
と
」
「
」
」
「
」
い
う
、
と
言
う
「
止
観
」
に
同
じ
。
。
[
「
攸
伏
」
は
『
詩
』
大
雅
「
靈
臺
」
の
「
王
在
靈
囿
、
麀
鹿
攸
伏
」
]
、
14を
踏
ま
え
る
（
王
、
文
王
。
攸
所
也
、
伏
藏
也
。）
[
依
韻
詩
で
あ
る
が
、
二
句
目
の
「
上
」
字
は
原
唱
と
同
じ
く
上
声
二
]15二
「
養
」
韻
で
あ
り
、
動
詞
。
麚
[
彭
孫
貽
「
戯
賦
居
北
鹿
獨
宿
」
詩
に
も
「
空
山
無
人
草
覆
谷
、
麏
]16跡
斷
大
林
北
」
と
見
え
る
。
、
「
」（
）
、「
、
[
晉
王
康
琚
反
招
隱
文
選
巻
二
十
二
に
は
小
隠
隠
陵
藪
]17
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大
隠
隠
朝
市
。
伯
夷
竄
首
陽
、
老
伏
柱
史
。
昔
在
太
平
時
、
亦
有
巣
聃
居
子
。
今
雖
盛
明
世
、
能
無
中
林
士
。
放
神
青
雲
外
、
絶
迹
窮
山
裏
。
鵾
鷄
先
晨
鳴
、
哀
風
迎
夜
起
。
凝
霜
彫
朱
顔
、
寒
泉
傷
玉
趾
。
周
才
信
衆
人
、
偏
智
任
諸
己
。
推
分
得
天
和
、
矯
性
失
至
理
。
歸
來
安
所
期
、
。」
、
「
、
」
與
物
齊
終
始
と
あ
り
君
子
に
対
し
て
巣
居
の
子
中
林
の
士
と
し
て
「
神
を
青
雲
の
外
に
放
ち
、
迹
を
窮
山
の
裏
に
絶
し
、
…
…
帰
り
来
た
り
て
期
す
る
所
に
安
ん
じ
、
物
と
斉
し
く
終
始
せ
よ
」
と
促
し
て
い
る
。
[
渡
部
氏
『
自
然
詩
人
王
維
の
世
界
』
所
載
の
明
刻
お
よ
び
清
刻
の
輞
]18川
図
に
も
、
と
も
に
鹿
が
描
か
れ
て
い
る
。
[
「
苔
」
は
、
地
衣
類
に
ま
で
広
げ
れ
ば
「
莓
苔
有
班
、
麋
鹿
其
跡
」
]
、
19
白
楽
天
磐
石
銘
石
苔
靑
鹿
臥
殿
網
素
蛾
穿
李
咸
用
雪
（
「
」）、「
、
」（
「
十
二
韻
詩
等
の
用
例
も
見
ら
れ
る
そ
の
他
石
苔
侵
緑
蘚
陳
」
）
。
、「
」（
後
主
「
立
春
日
泛
舟
元
圃
」
詩
「
踐
莓
苔
之
滑
石
（
孫
綽
「
遊
天
）、
」
台
賦
）
等
の
用
例
も
あ
り
、
一
考
の
余
地
が
あ
る
。
」
[
「
猛
虎
遠
跡
」
や
「
虎
豹
遠
跡
」
の
「
遠
跡
」
は
、
班
固
「
公
孫
弘
]20伝
賛
」
に
「
以
鴻
漸
之
翼
困
於
燕
雀
、
遠
迹
羊
豕
之
間
」
と
あ
り
、
隠
遁
の
様
で
も
あ
る
。
[
一
六
四
五
年
、
淸
は
揚
州
を
陥
落
さ
せ
て
福
王
を
と
ら
え
、
一
六
四
]21七
年
に
は
、
永
明
王
を
桂
林
に
走
ら
せ
「
大
淸
律
」
を
布
く
。
、
[
嘉
興
府
海
塩
の
人
で
あ
る
彭
孫
貽
が
科
挙
功
名
を
屑
し
と
せ
ず
、
読
]22書
治
学
を
目
的
と
し
て
同
志
と
瞻
社
を
結
ん
だ
こ
と
は
、
王
文
榮
『
明
淸
江
南
文
人
結
社
考
述
（
二
〇
一
五
、
鳳
凰
出
版
）
第
四
章
第
三
節
』
「
三
、
効
能
指
向
」
に
詳
し
い
。
